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リハビリ中止基準とは

リハビリを行う為の基準を明確化したもの

把握していないと患者様に負担をかけて
しまう可能性が・・・



現実は・・・

どこまで正確に
把握しているか・・・

咄嗟の事態が
起きたとき
思い出せるか・・・



問題把握

まずはアンケートを実施

意識

内容把握

現状の取り組みへの理解

リハビリ時に確認したか



初回アンケート結果

1回目 中止基準を意識しているか

全くしてしない あまりしていない たまにしている 常にしている

1回目 内容を把握しているか

全く覚えていない あまり覚えていない

ある程度覚えている 完璧に覚えている

意識している人も
いるがそうでない
人も・・・

内容を完全に

把握している人は
いない



実施した取り組み

• テストやアンケートを実施し，中止基準に対しての意識確認

→どの程度把握出来ているかを把握する

• ラミネートした中止基準が記載されたものの配布

→鞄のポケットに収まるような大きさに

• リハビリ室に掲示してあるものをより見やすく，多くする

→掲示数を3枚から6枚へ



テスト結果
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出来ていない人に別れた



アンケート2回目 2回目 持ち歩き

はい いいえ

2回目 カード確認

はい いいえ

2回目 リハ室内資料確

認

はい いいえ

・以前から使用している
カードを使ってる人→2名

・無くしてしまった→1名

患者様のバイタルチェック時に
利用している人が多い

患者様のバイタルチェック時に
利用している人が多い



アンケート結果から行ったこと

• カードを無くしてしまった人への再配布

• リハビリ中に中止基準を意識するよう，張り紙を扉に掲示した



アンケート3回目
3回目 持ち歩き

はい いいえ

3回目 意識

全くしてない あまりしていない

たまにしている 常にしている

無くしてしまった→1名

意識している人の
割合が増加



アンケート4回目

4回目 意識

大変強くなった 多少強くなった あまり強くなっていない 全然強くなっていない



結果

• カードの持ち歩き率が100%に上昇

•期間中にリハビリ中の大きな事故
は発生しなかった

• 9割の職員は意識が高まった

反省点

•一部の職員で意識に大きな改善は
みられなかった

改善点

•朝礼で中止基準の読み上げ

• テスト実施回数の増加



今後について・・・

• リハビリ中止基準は患者の安全を守るためにも重要な要素！

•今後も継続して意識していけるように取り組む必要がある


